スパイラル（仮）
高橋裕太

キャスト

堀内隆也　　下野

加藤美樹　　高橋（か）

池上真理　　水野

としこ（本宮俊夫）高橋（ゆ）

女王　倉本

黒い男　ジョージ

警官　倉光

アナウンサー　中村、徳田

野次馬　誰か暇な人

　一幕　電車の中

しゃんしゃんという鈴の音。何かやるか？

電車の揺れる音。そして止まる。徐々に明転。

中央に電車のソファ。一人の男が座って寝ている。

電車のアナウンス　終点、終点です。どちら様もお忘れ物のなきよう、お降りくださいませ。本日も女王陛下のご加護の下、無事に運転を終了しましたことに感謝いたします。

男はまだ寝ている。そこに、黒い男が現る。にやっとしながら、男の隣に座る。そして、男の顔を覗き込む。かなり接近する。でもまだ眠っている。色々なちょっかい。アドリブ。

隆也　　（びっくりして。イスから落ちる）何だ、あんたは。

黒い男　そんなに驚かなくてもいいじゃないですか。ふぉふぉふぉ。

隆也　　きめえなあ。そんな至近距離に近づくなよ。
黒い男　きめえですか。ふぉふぉふぉ。それは嬉しいですなあ。

隆也　　きめえって言われて嬉しがる奴いるか！

黒い男　きめえ、って、「　　　　　　」てことですよね。

隆也　　なわけないだろ！あんた、バカか。

黒い男　ふぉふぉふぉふぉ。ところであなた、どこにいらっしゃるのですかな。

隆也　　別に。家に帰るんだよ。

黒い男　あら、かえれますかねえ、ふぉふぉふぉふぉ。

隆也　　あ？

隆也、時計をみる。

隆也　　ん？

黒い男　どうかいたしましたか。

隆也　　いや、時計が止まってる。何でだ。おっさん、今何時だ？

黒い男　さあ。別に時間なんていいじゃないですか。ふぉふぉふぉ。

隆也　　ああ、もう。まあいいや。じゃあな、おっさん。

黒い男　（いい声で）お待ちください。

隆也　　何だ。俺に要でもあるのか。

黒い男　ちょっとこえを口にくわえてもらえますか。

黒い男、体温計らしきものを渡す。

隆也　　何で体温を測らなきゃいけないんだ。

黒い男　いいから。

強引に体温計もどきを口に。すぐに

ぴぴぴぴぴ。

隆也　　早！

黒い男　やっぱり、、ひくいですねえ。

隆也　　え！？

黒い男　－３０です。

隆也　　いやいや低すぎだから。

黒い男　ふぉふぉふぉふぉ。

隆也　　てか、俺死んでなきゃいけないでしょ。

黒い男　ふぉふぉふぉ。これは体温計ではないですぞ。人の恨みを図るものです。

隆也　　は？

黒い男　あなた、今誰か愛している人がいますね。

隆也　　そんなこと・・・・あんたには関係ないでしょ。

黒い男　とっても関係ありますよ。私はこれで商売しているんでね。

隆也　　意味わかんねえよ。

黒い男　私はですね。人の恨みのエネルギーを集め、それを売る商売をしてるんですな。しかし、あなたじは人を恨んでいない。逆に愛している。う～ん、これじゃあ商売にならないじゃないですか！え！

隆也　　そんなこと言われても・・・

黒い男　困った方だ。私の商売の邪魔をしようというのですか。まったく。

隆也　　じゃあ、もういいか。

黒い男　とりあえず、仕方ないですね。どうぞお帰りくださいな。

隆也　　はいはい。

黒い男　本当に恨んでないんですか？

隆也　　いねえよ！

黒い男　そうですか。

隆也、去ろうとする。

黒い男　あなた、ワッペンはどうしましたか。

隆也、どきっとする。

黒い男　なぜ違うワッペンをつけているのですか。

隆也　　お前に何の関係がある？

黒い男　非国民ですぞ。

隆也　　通報するのか。

黒い男　そんなことをして、どうなります？私には何の得もありません。ふぉふぉふぉふぉ。それでは、お気をつけて。

隆也、

と同時に照明が暗くなる。

下から女王現わる。

女王　　計画は順調だろうな。

黒い男　はい、女王陛下。

女王　　やつらは病を広げるくせに、何も産み出さん。あんなやつらを生かしておいてもこの国が衰えるだけだ。

黒い男　仰るとおりで。

女王　　で、今、NGAの動向はつかめたのだろうな。

黒い男　はい。沖縄に拠点を築いているという報告が入っております。

女王　　そうか。NGAをつぶせば、馬鹿なやつらも消えるはずだ。よし。このチャンスを逃すなよ。いいな。

黒い男　はい。ただ、

女王　　なんだ。

黒い男　エネルギーがまだ少し足りない模様でして。

女王　　なんだと！

黒い男　申し訳ございません。

女王　　あと、一日。一日だけ猶予をくれてやる。その間になんとかするんだ。いいな！

黒い男　確かに。

女王、いきなり平手打ち。

女王　　失敗したら、そんなんではすまないからな。

黒い男　確かに。

女王、黒い男、上にはける。スポットが暗転するとともに、バーカウンターに明かり。としこが掃除している。二人がはけきったら、全体が明転。

二幕　　おかまバーにて

バーカウンター、テレビ、テーブル。ソファ。

おかまのとしこがバーカウンターで掃除中。

そこに、美樹がやってくる。

としこ　いらっしゃい。

美樹　　ママ、元気？

としこ　あら、美樹ちゃん！ずいぶん久しぶりじゃない。

美樹　　ごめん、ママ。最近来れなくて。

としこ　よく来てくれたわねえ。でも、大丈夫？こんなところに来て。

美樹　　どうして。

としこ　どうして、って。私なんかと一緒にいるところを見られたら、やばいでしょ。

美樹　　大丈夫！ちゃんと見つからないように来たから！

としこ　そう。お父さんは元気？

美樹　　うん。でも最近は大変なんだけどね。

としこ　今はどこにいるの？

美樹　　沖縄よ。組織の拠点を沖縄に移したの。

としこ　美樹ちゃんはこっちで？

美樹　　私は沖縄と東京を行ったり来たりって感じで。

としこ　そう。てか、立ってないで座って話しましょ。ね、何飲む？いつものでいい？

美樹　　ちょっと神風はきついな。軽めのにして。

としこ　あら、酒豪の美樹ちゃんどうしちゃったの？

美樹　　（はにかみながら）いやね、実は。。。

美樹、照れながらお腹をさする。

としこ　あら美樹ちゃん、気にしない方がいいわよ。私もメタボ！

美樹　　そうじゃなくて！

としこ　え？何が違うの？お腹でたからダイエットしてるんでしょ。

美樹　　わからない？

としこ　う〜ん。

美樹　　できたの！

としこ　あら、え、うそ！まあ、どうしましょ。もう、この！

としこ、美樹の背中をバシッとたたく。

美樹　　ママ、いたい。

としこ　え、だって、もう、じゃあ、ああ。

美樹　　何でママが慌ててるのよ。もう。

としこ　あら、ごめんなさい。もうなんか、自分のことみたいで。

美樹　　ママらしい。

としこ　あら、やだ。私、何しようとしていたんだっけ。あ、そっか。

としこ、ジュースをもってテーブルに。

としこ　ねえ、相手は誰よ。

美樹　　ママも知ってる人よ。

としこ　誰かしら。あ、わかった。あの、筋肉むきむきの、でも顔が小さくて、小池徹平君みたいに可愛らしい人でしょ。

美樹　　誰よ、その人。

としこ　かずちゃん！でも、あげないわよ！え、かずちゃんなの？嫌よ！！

美樹　　（冷静に、少し飽きれた感じで）大丈夫、違うから。

としこ　じゃあ、あ、わかった！しゅんちゃん？でも、あの子もいいわよねえ。ママ、狙ってたのに。

美樹　　違うって。ほら、何回か私が連れてきたでしょ。ほら、すらっとして、目がくりっとして、ディズニーで言えばデールみたいな。

としこ　（興味なさげに）ああ、隆也君。。

美樹　　何で、そんな興味なさげなのよ。

としこ　いやいや。まあ、ならいいわ。許す！

美樹　　何よ、それ～

としこ　だって、ママのストライクゾーンの人だったら、絶対奪ってやろうと思ったもん。タカピーならね。

美樹　　もう！てか、タカピーて。。。

としこ　じゃあ、今日はお祝いしなきゃね。もうお店は終わり！貸切よ！

美樹　　お客さんは？

としこ　いいのよ。最近お客さんずっと一杯で疲れてたところだから。

美樹　　そんなに忙しかったんだ。

としこ　もう、どんだけ～～て。規制が厳しくなったじゃない。二丁目の店は全部粛清に遭うし、おかまは全員摘発。行き場失ったおかまちゃんはここに来るしかないのよ。

美樹　　どうして、おかまを目の敵にするのかしらね。同じ人間じゃない！

としこ　しょうがないのよ。

美樹　　しょうがなくないわよ！どうかしてるわ。あの女王がいけないのよ。

としこ　あまり大きな声で言っちゃ駄目よ。誰が聞いてるかわからないじゃない。

美樹　　まあ、そうだけど。

としこ　てか。こんな神妙な話は今日はなし！だって、美樹ちゃんのお祝いをしなくちゃ。

美樹　　う、うん！

としこ　じゃあ、タカピーも呼んだら。

美樹　　そうする。

美樹、携帯を取り出し、かける。

としこは、自分用にビールをとりに行く。

としこ　あら、電話でないの？

美樹　　うん。。。昨日の夜から全然電話に出なくて。

としこ　彼には、メタボなこと知らせたの。

美樹　　言っておくけど私はメタボじゃないからね。つい最近、ね。

としこ　で、タカピーは何て？

美樹　　わかった、って。てか、そのタカピーてやめて。

としこ　わかった、って何？わかっただけじゃ駄目じゃない！この後どうするとか言わなかったの。

美樹　　うん。。。

としこ　なに、ひどくない。まあ、タカピーてそんな人だったの！

美樹　　でも、ちゃんと考えてくれてるはずだけど、、

としこ　ほんと、男ってこれだから駄目よね。

美樹　　まさか、このまま

としこ　でも、多分大丈夫。男って、イザとなると肝っ玉小さくなって逃げ出すけど、ちゃんと戻ってくるわよ。ほら、犬だってたまに逃げ出すじゃない。でもちゃんと帰ってくるでしょ。あれと同じよ。

美樹　　う、うん。

としこ　もう、元気出しなさい。ね！信じてるんでしょ。

美樹　　うん。

としこ　じゃあ、もう、くよくよしないのよ。ほら、お祝いよ、お祝い。二人じゃなんだから、誰か呼ぼうかしら。

美樹　　今日はママと二人で話したいな。

としこ　そう、じゃあ。

としこ、ビールとグラスを持ってテーブルへ。

としこ　じゃあ、乾杯しましょ。乾杯！

美樹　　乾杯！

そこに、真理が入ってくる。片手にはビール。

としこ　ごめんなさいね。今日は貸し切りなのよ。

真理　　あ〜！！

真理はふらふらに。としこと美樹がかけより、ソファに。

としこ　ま、こんなに酔って。どうしたの。

真理　　うるさい！あ、あんたが、ここのママのとしこ？

としこ　ええ。

真理　　へ〜。よくまあこんな立派な店かまえていられるわねえ。

としこ　まあ。

真理　　じゃあ、あんたが美樹さん？

美樹　　　ええ、そうですが。

真理　　やっぱり。やっぱりそうだったのねえ。

美樹　　てか、どうして私の名前を知ってるのですか。

真理　　そんなのはどうでもいいじゃない。ね、あんた、隆也と本当に結婚する気なの？

美樹　　え？

真理　　あら、聞いていなかったの。笑っちゃうわ。はははは。

美樹　　どういうことですか。

真理　　私、隆也の母です。

美樹、としこ　　お母さん？

真理　　気安く呼ぶんじゃないわよ！

美樹　　すいません。

真理　　あの子ったら。今まで私の言う事に意見したことないのよ。結婚も私が相手を考えておいたというのに。

としこ　お母さん、子供というのは成長していくものなんです。いつかは子供も大人になって、

真理　　あんたは黙っていて！（美樹に向かって）私はね、夫に出て行かれたの。。しかも、相手は男よ？こんな屈辱ある？？だから、なおさら私は隆也のことをそんなバカな男にならないようにしっかり育ててきた。それが。。。。同性愛擁護の人権団体に入ってる女性と結婚するなんて。このことがどういうことだか、わかる？

美樹　　・・・・・。

真理　　あの子の人生、台無しよ！

そこに隆也登場。

隆也　　久しぶり！ごめん、最近来ら、れなくて。。。

真理　　ねえ、美樹さん。頼むから、隆也と別れて！

隆也　　おい、お袋。美樹になんてこというんだよ。

美樹　　・・・。お母さんの気持ちもわかります。でも、お互いに好きになってしまったのです。それに、、、、、

真理　　何？まさか。子供が出来たとか言わないでしょうね！

美樹　　実は、その通りです。

真理　　何！どういうこと、それ！ちゃんと説明してよ。もしかして、わざと子供作らせて、別れられないようにしたんじゃないの！！

隆也　　おい、待てよ。

としこ　お母さん、それはいくらなんでもひどいんじゃないかしら。

真理　　ひどい！？ひどいのは、あんたでしょ！！あんたらみたいなのがいなければ、こんなことにならなかったのよ！
真理、拳銃を取り出す。

真理　　ね、どうしてくれるのよ！ね！！

隆也　　頼むからやめてくれよ。

一同、緊張した雰囲気

そこに、テレビがつく。

アナウンサー　今日も女王陛下の笑顔は素敵でしたね。今日の女王陛下のコーナーでした。引き続きまして、この国を震撼させたニュースの続報です。

真理　　誰！こんなときにテレビをつけたのは！！

昨夜、列車ホームに爆弾がしかけられ、ホーム及び列車にいた乗客３００名が死亡いたしました。犯行は、あのにっくきゲイ擁護団体NGAによるものです。死亡者で、本日身元のわかった方をお知らせいたします。「〜〜〜〜〜」在住の、堀内隆也さん、〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

一同　え！！

真理　どうして、どうして。。

美樹　何で、何で！！

隆也　ちょっと待て。何で俺が死ななきゃいけないんだ。しかも、NGAって。。。。

黒い男の杖の音。

一同、ストップモーション

音楽

黒い男、登場。

黒い男　　デマカセとは言えないかもしれないですよ。ふぉふぉふぉふぉふぉ。

隆也　　　またあんたか。おい、説明してくれよ。

黒い男　　あなた、もう死んでいるんですよ。

隆也　　　ばかなこと言うな。俺はこうしてここにいて、そしてこうしてあんたと話しているだろ。

黒い男　　私は死んだ人とも話せるものでしてね。

隆也　　　そんなこと、信じられるもんか。

黒い男　　さきほどのニュースを聞いていないのですか。

隆也　　　堀内隆也なんてな、日本中探せば、同姓同名の何人か、何十人か、出てくるわ。

黒い男　　往生際の悪い方だ。あなたの乗っていた電車が、爆弾テロの被害にあったんですよ。しかも、あなたが擁護していたゲイ組織によってです。ふぉふぉふぉふぉ。なんと皮肉な話ですな。

隆也　　　何だと！！

黒い男　　まあまあ。

隆也　　　俺たちの人生、どうしてくれるんだ。

黒い男　　人生なんてね、そんなものですよ。幸せがやってきたと思ったら、次の瞬間には不幸のどん底にいる。しかし、仕方がないんです。

隆也　　　仕方がないとはどういうことだ！

黒い男　　この国を救うためなんですかから。

隆也　　　どういう意味だ。

黒い男　私が人の恨みで商売をしているというのはお話しましたね。

隆也　　ああ。

黒い男　集めた、死んだ人間の恨みをエネルギーに代えるのです。そう、原子力に代わる新たなエネルギーと言うわけです。

隆也　　は？

黒い男　まあ、お分かりにならないのも仕方ない。この技術の研究は秘密裏に行なわれておりますからね。誰も知るはずがありません。ふぉふぉふぉ。

隆也　　それと、なんで俺たちが関係あるんだ。

黒い男　まだお分かりになりませんか。あなたにそのエネルギーに足りうる恨みがなかったので、代わりに他の人に狙いを定めたと言うわけです。美樹さんが死ねば、その恨みたるや、大きなものです。

隆也　　お前、美樹を殺すつもりか。

黒い男　私は殺しませんよ。活かすも殺すも真理さん次第でしょうな。ふぉふぉふぉ。

隆也　　くそ！

隆也、黒い男に殴りかかるが、杖で簡単に倒される。

黒い男　　まあやめておきなさい。死んだのにこれ以上の疲労は無用ですぞ。

隆也　　　馬鹿にしやがって。

黒い男　　では、ここで続きを見物といきますかね。

隆也を無理やり押さえ込む。身動きがとれない。黒い男、二回杖をたたく。

真理　　何？どういうこと。どうして隆也まで奪うの。世の中不公平よ。何で私だけこんな目に会わなきゃいけないのよ！！

美樹は、崩れ落ちている。

静まり返る。

としこ　ごめんなさい。私たちのせいよね。

真理　　そうよ。あんたら、ゲイなんてのがこの世にいなければ、、、、いなければ、隆也は死ななくてすんだのよ！！！！

真理、テーブルを蹴飛ばす？

真理　　そして、美樹さん、あんたがこいつらなんか擁護するからいけないのよ。ねえ、責任とって。責任取りなさいよ！！！！！

真理、泣き崩れる美樹を立たせ、揺さぶる。

美樹　　ごめんなさい。

真理　　謝ればすむと思ってるの。ね、隆也を返してよ。返しなさいよ。

美樹をせめる真理をとしこが止めようとする。

としこ　お母さん！！

真理　　やめなさいよ！

真理、間違って発砲。天井かどっかにあたる。

真理　　もう、みんな死んで。死んで。

真理、拳銃を両者に向けてにじり寄る。そこにパトカーのサイレン。

真理　　誰よ、パトカーなんて呼んだの。

美樹、としこ、びっくりする。

警官　　本宮俊夫、及び加藤美樹。風紀法違反で逮捕する。早く出て来い！

野次馬A　おい、ゲイ！ははは。早く出てこいや。俺が殺したるわ。

野次馬B　ゲイなんて消えちまえ。

野次馬C　おまわりさん、ゲイなんて殺しちゃえよ。

一同　　　し～ね。し～ね。し～ね。はははははは。

警官　　早く出てこないと、どうなっても知らないぞ。はははは。

真理　　もう、おしまいね。

としこ　そのようね。

美樹　　逃げましょ！

としこ　美樹ちゃん、そして、お母さん、二人は逃げて。

美樹　　駄目よ、ママも一緒よ！

真理　　・・・・あなたを警察に殺させるわけにはいかないわ。殺すのは私よ。

としこ　私はここをずっと守ってきたの。死ぬならここで死にたいわ。

真理　　（としこに拳銃を向ける）じゃあ、ここで死になさいよ！

としこ　いいわ。それであなたの気がすむというなら。でも、美樹ちゃんは殺さないで。

美樹　　こんなこと、もうやめて！早く逃げましょう！

としこ　早く、やりなさい。そうしないと、みんな死ぬわよ。

としこは真理に近づく。真理は拳銃をずっと向けているが、撃てない。

美樹は、そこに割って入る。

美樹　　もうやめてよ！

美樹、真理に投げ飛ばされる。

としこ　何で撃たないの。いいのよ。私はあなたを恨まないわよ。

真理、崩れ落ちる。としこ、真理を抱き起こす。

としこ　早く逃げて。警察は私が止めるわ。

美樹　　ママは？

としこ　なに、警官が怖くて、おかまなんてできるもんですか。美樹ちゃん、お母さんを連れて早く行きなさい。

美樹　　ママも一緒よ！

としこ　いいから早く行きなさい！

としこ、拳銃を二人に向ける。

としこ　早く行かないと、撃つわよ。

美樹　　・・・・わかったわ。お母さん、行きましょう。

真理と美樹、裏手口（下手）に行こうとする。そこに、バンという扉の音。それとともに、銃声一発。としこに。あっけにとられる美樹と真理。そこに間髪をいれず、銃声が二発。二人とも死。

隆也　　ママ、美樹、お袋！！！！！

照明が、青白に。

黒い男　　ふぉふぉふぉふぉ。

黒い男、杖をたたく。すると、倒れていた、死人（美樹、としこ、真理、隆也）が動き出す。ゆっくりと、顔を下にし、幽霊として、舞台をゆっくり、歩く。しゃんしゃんという音を出しながら。多分。

女王、上から現れる。

女王　　間に合ったのだろうな。

黒い男　ええ。

女王　　よし、よくやった。ははははは。私に刃向かうとどうなるか見せ付けてくれるわ、ゲイども。おい、発射の準備にかかれ。

黒い男　発射はできないかと思いますなあ。

女王　　なぜだ。間に合ったと申したではないか。

黒い男　実はあのエネルギーをもっと高い値段で買うという者が現れましてな。

女王　　何！誰に売ったというのだ。

黒い男　加藤孝雄、に。

女王　　お前正気か！あいつがどういうやつか知っているのか！

黒い男　ええ。NGAのリーダーでしたな。

女王　　そこまでわかっていて、何故売ったのだ！私を裏切るのか。

黒い男　何故？ふぉふぉふぉ。私は商人です。従うのはお金だけですよ。

女王　　あいつに、そんな金があったというのか。

黒い男　美樹とか言う娘が警察に殺され、それで全財産を投げ打って賭けにでたらしいですぞ。ふぉふぉふぉ。

アナウンス　警報、警報。ミサイル接近、ミサイル接近。早く非難せよ。早く非難せよ。

黒い男　ずいぶんと早かったですなあ。

女王　　おい、誰かいないか！

黒い男　もう、ここには他におりませんぞ。

女王　　何！

黒い男　女王様には死んでいただきます。

女王　　お前！最初からそれが目的か！

黒い男　女王様の恨みのこもった魂はさぞ高く売れるでしょうなあ。ふぉふぉふぉふぉ。

じょじょに、死者たちは女王の周りを周りはじめる。

女王　　なぜだ。どうして。。私が何をしたというのだ。私は、、、私は正しいことをしてきただけだ。それなのに。。

アナウンス　ミサイル接近。早く非難せよ。繰り返す。早く非難せよ。

黒い男　いいではありませんか。私みたいに生き続けるより、潔く死んだほうが。ふぉふぉふぉふぉふぉ。

爆発音。暗転。テレビ

アナウンサー　え～ただ今緊急速報が入ってきました。なんと東京のど真ん中にミサイルが、着弾いたしました！繰り返します！ミサイルが着弾しました！！このミサイルは、え～。。。え！ここ沖縄から発射された模様です。え、二発目！？二発目がここ、お、沖縄に、、、、、、

テレビ、砂嵐。

黒い男　エネルギー、お売りいたします。ご連絡はこちらまでお願いいたします。ふぉふぉふぉふぉふぉふぉ

テレビ、ぷちんときれる。
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